
区

分

授 業 科 目 学 期

医 学 知 識 臨 床 能 力 プ ロ フ ェ ッ
シ ョ ナ リ ズ ム 能動的学修能力 リ サ ー チ・

マ イ ン ド 社 会 的 視 野 人 間 性

人
体
の
構
造
と
機
能
，
種
々
の
疾
患
の
原
因

や
病
態
な
ど
に
関
す
る
正
し
い
知
識
に
基
づ

い
て
臨
床
推
論
を
行
い
，
他
者
に
説
明
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

種
々
の
疾
患
の
診
断
や
治
療
，
予
防
に
つ
い

て
原
理
や
特
徴
を
含
め
て
理
解
し
，
他
者
に

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

卒
後
臨
床
研
修
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
診
療

技
能
を
身
に
付
け
，
正
し
く
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

医
療
安
全
や
感
染
防
止
に
配
慮
し
た
診
療
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
師
と
し
て
の
良
識
と
倫
理
観
を
身
に
付
け
，

患
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
て
誠
意
と
思
い
や

り
の
あ
る
医
療
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
師
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

と
協
調
性
を
身
に
付
け
，
患
者
や
そ
の
家
族
，

あ
る
い
は
他
の
医
療
従
事
者
と
適
切
な
人
間

関
係
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
師
と
し
て
の
内
発
的
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

基
づ
い
て
自
己
研
鑽
や
生
涯
学
修
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

書
籍
や
種
々
の
資
料
，
情
報
通
信
技
術

〈
I
C
T
〉
な
ど
の
利
用
法
を
理
解
し
，
自
ら

の
学
修
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
新
の
医
学
情
報
や
医
療
技
術
に
関
心
を
持

ち
，
専
門
的
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

自
ら
も
医
学
や
医
療
の
進
歩
に
寄
与
し
よ
う

と
す
る
意
欲
を
持
ち
，
実
践
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

保
健
医
療
行
政
の
動
向
や
医
師
に
対
す
る
社

会
ニ
ー
ズ
を
理
解
し
，
自
ら
の
行
動
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
学
や
医
療
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
捉
え

る
国
際
性
を
身
に
付
け
，
自
ら
の
行
動
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

医
師
に
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
教
養
を
身
に
付

け
，
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
れ
を
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
。

多
様
な
価
値
観
に
対
応
で
き
る
豊
か
な
人
間

性
を
身
に
付
け
，
他
者
と
の
関
係
に
お
い
て

そ
れ
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

必
修

メ デ ィ カ ル ・ プ ロ
フェッショナリズムⅥ １学期 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅰ

循 環 器 疾 患 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

呼 吸 器 疾 患 ◎ ◎ ○ ○

消 化 器 系 疾 患 ◎ ◎ ◎ ○ ○

カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅱ

血液・造血器疾患 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

ア レ ル ギ ー ・
膠 原 病 疾 患 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

精神・神経系疾患 ○ ○ ○ ◎ ○ ○

内分泌・代謝疾患 ○ ○ ◎ ○ ○

感染症・感染制御 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カ

テ

ゴ

リ

ー

Ⅲ

産 科 婦 人 科 疾 患 ○ ◎ ○

成 長 ・ 発 達 疾 患 ○ ◎ ○ ○

運 動 器 疾 患 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

救 急 医 学 ◎ ○

腎 ・ 泌 尿 器 疾 患 ◎ ○ ○ ○

総 合 診 療 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ⅳ

皮膚・頭頸部疾患 ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 衆 衛 生 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

総 合 画 像 診 断 ◎ ◎ ◎ ○ ○
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自

由

選

択

医学研究室配属 Ⅵ 通年 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

ス テ ッ プ ア ッ プ
中 国 語 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

アンニョンハセヨ！
韓 国 語 ○ ○ ○ ○ ○

病 理 学 演 習 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

や さ し く わ か る
臨床疫学・統計解析 ○ ○ ○ ○

再 生 医 学 入 門 ○ ◎ ○

スポーツ整形外科 ○ ◎ ○ ○ ◎

病理診断実践演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
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